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	この遺伝子によってコードされるタンパク質は、高度に保存されたサイクリンファミリーに属し、そのメンバーは細胞周期を通してタンパク質存在量の劇的な周期性によって特徴付けられます。サイクリンはCDKキナーゼの調節因子として機能します。異なるサイクリンはそれぞれ異なる発現および分解パターンを示し、各有糸分裂イベントの時間的調整に寄与します。このサイクリンはCDK4またはCDK6と複合体を形成し、その活性が細胞周期のG1/S遷移に必要とされる調節サブユニットとして機能します。このタンパク質は腫瘍抑制タンパク質Rbと相互作用することが示されており、この遺伝子の発現はRbによって正に制御されています。細胞周期の進行を変化させるこの遺伝子の変異、増幅、過剰発現は、さまざまなヒト癌で頻繁に観察されています。
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	CCND1マウスmAbを用いたLNCAP（1）、A431（2）、およびNIH/3T3（3）細胞溶解物に対するウエスタンブロット解析。
	

	CCND1 マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (赤) を使用した Hela 細胞のフローサイトメトリー分析。
	

	CCND1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト肝臓癌組織の免疫組織化学分析。
	

	CCND1 マウス mAb と DAB 染色を使用したパラフィン包埋ヒト脳組織の免疫組織化学分析。

